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体育・保健体育における

指導に関する環境整備等について
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本日の議論について

１．指導に関する環境整備等について

 ・ 活動場所等に関すること

 ・ 指導体制等に関すること

 ・ 水泳授業の在り方等について

２．高等学校専門学科「体育」の改善について
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１．指導に関する環境整備等について



指導に関する環境整備等について

＜活動場所等に関すること＞

● 運動の際の暑さへの対応

昨今の気温や湿度の高い夏の状況を踏まえ、WBGT（暑さ指数）に基づく運

動実施の判断が行われたり、体育館等の空調活用やこまめな水分補給・健康

観察等によって、安全面に留意しながら子供たちの運動機会を最大限確保する

取組が進んできている一方で、体育館等の空調の整備状況やその他の対策の

実施状況等には差もみられ、暑い時期に運動を行う授業の実施には課題も指

摘されている。

● 学校プールや水泳授業の在り方

学校の水泳授業について、プールの老朽化や屋外プールの暑さへの対応等によ

り、持続的かつ計画的な授業実施への困難さの指摘がある。また、昨今、民間

事業者等との連携も広く行われるようになってきた状況も踏まえつつ、改めてその

在り方も含めて検討が必要との指摘もある。

● その他の施設・設備等に関する論点
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● 教師の指導力の向上に関すること

学習指導要領の趣旨を理解するとともに、教師が授業改善に関して学ぶことので

きる機会や資料の改善・充実が必要。その際、他の学校種を含む自校以外の取

組について幅広く学ぶことができるようにすることについても充実が期待される。

● 指導体制の整備に関すること

学校医や外部の専門家、外部機関、地域の人材等が様々な教育活動に参画す

ることで、指導の一層の充実を図ることが期待される。ただし、外部人材等との連携

に当たっては、当該人材等が専門的知見等を踏まえつつ、学校や子供の状況等に

応じた対応ができることについて留意が必要であり、そうした対応に際しては、できる

だけ学校現場の負担を軽減することのできる方策が必要。

● その他の指導体制等に関する論点

● 安全面には十分に配慮しつつ、以下のような方策を組み合わせることにより、子
供たちの学習機会の確保にバランスよく努めることが必要ではないか。

・ 暑熱順化（※）を取り入れることも含めた実効的かつ現実的な安全管理

・ 指導計画（実施内容・場所・時期）の工夫

・ 体育館等における計画的な空調整備

  （※）1～２週間程度をかけて体が暑さに慣れた状態を作ること

● 水泳授業の在り方等について、以下のような点について検討を深めてはどうか。

・ 学習の在り方や指導の体系等

・ 暑熱対策や施設・指導体制整備等

・ 安全確保につながる運動や心得の指導

・ 多様性の包摂の観点、指導の改善・充実及び実現可能性の観点

● 「運動遊び」をはじめとして「環境づくり」を生かした授業を行うためには、意図
的・計画的に条件整備を進めることが必要ではないか。

● 指導の充実の観点から、国において、各教育委員会等と連携しつつ、授業
改善に資するモデル開発や研修機会等の充実・推進を図るとともに、デジタル
技術も活用した分かりやすく使いやすい指導参考資料等の提供が必要ではな
いか。また、その際、以下のような点について留意が必要ではないか。

・ 全ての子供たちの「好き」を丁寧に育む幼児教育段階等の連携を踏まえた
「運動遊び」等に関する実践・資料等

・ 小中高の滑らかな接続を意識した指導や、「体育理論（改訂後の名称は別

途検討）」等、これまで教材研究や指導参考資料等が必ずしも豊富ではな
かった領域等に関する実践・資料等

・ 多様性の包摂やデジタル学習基盤等の活用の観点から現場の指導の支
えとなる実践・資料等

● 学校現場が活用しやすい多様な人材等の参画を支えるネットワークの構築
や、外部人材等の効果的かつ適切な参画に関するノウハウ等の整理が必要で
はないか。また、小学校専科指導体制の充実も考えられるのではないか。

● 実現可能性の観点を踏まえ、必要な範囲で内容の精選も行いながら、体
育・保健・他教科等との関連や学習の深まりがイメージしやすい学習指導要領
の示し方や、参考資料の作成等が必要ではないか。

→補足説明資料あり

現状認識・課題等

＜指導体制等に関すること＞

検討の方向性案



5

＜昨今顕在化している主な課題と各地における対応等の例＞

・ 学校プールの老朽化やそれに伴う維持管理コストの増加

・ 天候等の影響による計画的な授業実施の困難性や安全確保に関する対応の必要性

（対応例）

→ 首長部局と教育委員会部局が連携し、プールの集約化や社会体育施設との複合化による屋内プールの整備
を計画的に推進

→ 学校プールの稼働状況や授業計画を踏まえ、近隣校同士でプールを集約化したり、公営プール（屋内プー
ル）への集約化を実施

→ 施設面・指導面等で民間事業者の管理するプール（屋内プール）や指導者等を活用

・ 水泳授業に係る教職員の管理上・指導上の負担

（対応例）

→ プール管理の指定管理者制度の活用や、管理業務の民間業者へ委託、指導業務の一部委託

→ プールの指導の一部を民間事業者へ委託

・ 民間事業者等との適切な連携に関する対応

● 学習の在り方や指導の体系等について

現行学習指導要領において、水泳の実技は小学校１年生～中学校２年生までが必修となっている。学ぶ意義は、主として「水に親しむ楽しさや喜びを味
わうこと」「水の中という特殊な環境で様々な動きを身に付けること・そうした動きを組み合わせた運動である泳法を身に付けること」「水難事故から身を守るため
の力を身に付けること」であるが、こうした学習の体系や内容について、子供たちの発達の段階や学校で学ぶ運動・スポーツの観点からどう考えるか。

● 暑熱対策や施設・指導体制整備等について

学校プールの老朽化や気象状況による計画的な授業実施の困難性等が指摘されている中、これらへの対応をどう考えるか。

● 安全確保につながる運動や心得の指導について

現行において小学校５～６年生に位置付けられている安全確保につながる運動や心得の指導について、指導の実態はどうか。水難事故防止につなげる
観点から留意すべきことは何か。

● 多様な楽しみ方の観点、指導の改善・充実及び実現可能性の観点について

運動・スポーツの多様な楽しみ方の視点や、学校における指導の実現可能性を踏まえた際に、指導に当たって留意すべきこと等は何か。また、民間事業者
等との連携も各地で多くみられる状況であることを踏まえ、適切な連携に関する観点で留意すべきことは何か。

地域の実情や安全面等を踏まえ
た多角的な検討により小学校プー
ルを中学校プールや市営プールに
計画的に集約化するケースも見ら
れる。
屋内プールを活用することで計画
的な通年指導も可能となる。

検討事項等について

指導に関する環境整備等について
（水泳授業の在り方等について）

補足説明資料
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２．高等学校専門学科「体育」の改善について



高等学校 専門学科「体育」の改善について
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高等学校専門学科「体育」について

● 学校教育法第50条に基づき設定されている専門教育を主とする学科で、スポーツを通じた専門教育の学習を希望する生徒に、スポーツの推進及び

発展に寄与する資質・能力を育成することを目指している。

● 「体育科」設定の具体的なねらいは以下のとおり。

① 体育に関する課題を発見し、主体的、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、健やかな心身の育成を図るとともに、生涯を通してス

ポーツを継続する資質・能力を高め、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養うこと

② スポーツに対して「する、みる、支える、知る」といった実践を行い、我が国におけるスポーツの推進及び発展の担い手を育成すること

＜科目構成等＞

● スポーツ概論

（1）スポーツの文化的特性や現代におけるスポーツの発展 （2）スポーツの効果的な学習の仕方

（3）豊かなスポーツライフの設計の仕方 （4）スポーツの多様な指導法と健康・安全 （5）スポーツの企画と運営

● スポーツⅠ（採点競技・測定競技）

● スポーツⅡ（球技）

● スポーツⅢ（武道・諸外国の対人的競技）

● スポーツⅣ（ダンス）

● スポーツⅤ（野外の運動）

● スポーツⅥ（体つくり運動）

（1）体つくり運動への多様な関わり方 （2）目的に応じた心身の気付きや交流を深めるための運動の仕方

（3）ライフステージ及びライフスタイルに応じた体操や運動の計画の立て方

● スポーツ総合演習

（1）スポーツの多様な理論や実践に関する課題研究

（2）スポーツの多様な指導や企画と運営に関する課題研究

（3）スポーツを通した多様な社会参画に関する課題研究

必修

必修

必修

選択

授業例１：陸上教室・記録会等の企画・実施
（スポーツⅠ・スポーツⅥ・スポーツ総合演習）

高校生が小学校の教員等と連携しながら、陸上教室や記録
会等を企画。当日も生徒らが主体となって指導や運営を行い、
高校・小学校の両教員等からフィードバックを受ける。

授業例２：スポーツとの様々な関わり方を
実技を通して体験する授業

（学校設定科目）
スポーツⅠ～Ⅵの学習内容を踏まえ、立場を交代しながら、
実技を通して、様々なスポーツとの関わり方への理解を深める。

必修



高等学校 専門学科「体育」の改善について

● 専門学科「体育」は、高校における専門的なスポーツ教育を行い、スポーツを「す

る」という面で理解を深めたり技能を高めたりすることに加え、地域や社会のスポーツ

を「支える」人材の育成という点においても成果を上げてきている例もみられる。

● 一方で、学習指導要領においては、スポーツについて「する」「みる」「支える」「知

る」などの多方面から学習を深めていくことが示されているが、実際の指導においては

「より高度な運動技能を習得させる」といった考え方による「する」に関する実践が多

くみられ、それ以外の面に関する学習には改善の余地があると考えられる。

● 全国的に専門学科「体育」を開設している学校が多くないこともあり、その授業改

善に関するモデルや研究は少なく、実質的な授業改善が図られづらい状況がある。

現状認識・課題等 検討の方向性案

● 専門学科「体育」における学習は、スポーツの推進及び発展に向けた資質・能力を

養うことを目指していることから、教科名を「体育」から「スポーツ」に改めてはどうか。そう

することで、地域や社会との接点を意識しスポーツについて多面的な理解を深めていく

学習内容と一層整合的になるとともに、高等学校保健体育における科目「体育」との

混同を避け、その趣旨を踏まえた学習の充実につながることが期待できないか。

● 学習内容については、現行の科目構成を基本としつつ、スポーツ基本法（令和7

年改正）でも念頭におかれている「スポーツを通じた社会課題の解決」の観点も踏ま

え、我が国におけるスポーツの推進及び発展の担い手を育成することを軸として検討を

進めてはどうか。

● 学習指導要領の改訂に当たっては、その趣旨を周知することに加え、指導の好事

例や授業モデルを横展開したり、よりよい授業づくりに関する教師等の学習機会の充

実について留意することとしてはどうか。

【柱書】

体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、主体的、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、心と体を一体として捉え、健やかな心身の育成に資するとともに、生
涯を通してスポーツの推進及び発展に寄与する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【知識及び技能】

スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び発展の仕
方について理解するとともに、生涯を通してスポーツの推進
及び発展に必要な技能を身に付けるようにする。

【思考力・判断力・表現力等】

スポーツの推進及び発展についての自他や社会の課題
を発見し、主体的、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力・人間性等】

生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツの推及び発
展に寄与することを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態
度を養う。

【柱書】

心と体を一体として捉え、生涯を通して主体的にスポーツの推進及び発展に寄与するするための資質・能力について、スポーツに関する課題の発見・解決に向けた学習過程を通し
て次のとおり育成することを目指す。

【知識及び技能】

文化としてのスポーツの意義や生涯を通じ
たスポーツの推進及び発展について理解す
るとともに、それらに関する技能を身に付け
るようにする。

【思考力・判断力・表現力等】

スポーツの推進及び発展について自他や社会の課題を
発見し、スポーツに豊かに取り組んだり、課題を解決する
ために必要なことについて、合理的、計画的に考え判断
するとともに、他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力・人間性等】

●生涯にわたるスポーツとの継続的で多様な楽しみ方に関心を持ち、スポーツ
に関する課題解決に向けて、他者と協力したり自ら試行錯誤したりする態度
を養う。
●自他や社会にとってのスポーツの価値を見出しつつ、スポーツの推進及び発
展に寄与することを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

＜「目標」の改善イメージ＞
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参考資料
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（スポーツ庁「運動・スポーツにおける安全対策の評価・改善のためのガイドライン（試行版）」）

10



（スポーツ庁「運動・スポーツにおける安全対策の評価・改善のためのガイドライン（試行版）」）
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（文部科学省「公立学校の体育館等における空調（冷房）設備の設置状況調査」）
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公立学校施設における体育館等への空調整備

現状・課題

学校施設の避難所機能を強化し、耐災害性の向上を図る観点から、避難所となる全国の
学校体育館等への空調整備を加速する。

事業内容

子供たちの学習・生活の場であるとともに、災害時には避難所として活用される学校体育
館等について、避難所機能を強化し耐災害性の向上を図る必要がある。しかし、学校体育
館等における空調設置率は約2割にとどまっており、更なる設置促進が必要な状況である。

公立小中学校施設における空調（冷房）設備の設置状況

（担当：大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課）

災害時にも利用可能な学校体育館の空調設備

＜対象学校種＞
公立の小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校（前期課程）、特別支援学校

＜対象施設＞
屋内運動場（学校体育館、武道場）

＜算定割合＞
１／２

＜算定対象の範囲＞
下限額４００万円
上限額１．１億円（EHPの場合）、 １．４億円（GHPの場合）

＜対象期間＞
令和１５年度まで

＜主な工事内容＞
屋内運動場における空調設備の新設及びその関連工事

＜補助要件＞
避難所に指定されている学校であること
断熱性が確保されること

＜地方財政措置＞
起債充当率：100％、元利償還金への交付税措置率：50％

国
都道府県・市区町村
（学校設置者） 事業者

補助 発注

事業スキーム

令和7年度補正予算額 600億円

※学校施設環境改善交付金の内数
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学校体育館への空調整備 の早期実施に向けた支援 つのポイント５

１ 補助率は1/2で負担を軽減！
補助率１/2での整備が可能。

３ 補助単価が従来よりアップ！

従来よりも空調単価を拡充（EHP：6.1万円/㎡程度、GHP：8.6万円/㎡程度）。

４ 断熱性の確保は後年度実施が可能に！

空調の設置年度とは異なる年度に実施、建物の実情に応じた工法による断熱性の確保など柔軟な整備が可能。

２ 地方負担額の100%に地方債の充当が可能に！
実質地方負担は25%※となるため、初期投資費用が抑えられ後年度負担も平準化。
※後年度の元利償還金について、その50%に地方交付税措置

５ 体育館空調の光熱費に交付税措置！

令和７年度から体育館の空調設備のための光熱費について、新たに普通交付税措置が講じられる。

空調整備の早期実施に向けて、早めのご検討をお願いします！
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小学校（低学年） 小学校（中学年） 小学校（高学年） 中学校（第１学年及び第２学年） 
中学校（第３学年） 
高等学校（入学年次） 

高等学校（その次の年次以降） 

水
の
中
を
移
動
す
る
運
動
遊
び 

◯ 水につかっての水か
けっこ，まねっこ遊び 

・水を手ですくって友達と
水をかけ合う 

・ 水につかっていろいろ
な動物の真似をしながら
歩く 

◯ 水につかっての電車
ごっこ，リレー遊び，鬼
遊び 

・ 自由に歩いたり走った
り，方向を変えたりする 

・手で水をかきながら速く
走る 

浮
い
て
進
む
運
動 

◯け伸び 
・ プールの壁を力強く
蹴りだした勢いで，
体を一直線に伸ばし
た姿勢で進む 

◯初歩的な泳ぎ 
・呼吸をしながら手や
足を動かして進む 

・ばた足泳ぎやかえる
足泳ぎ 

姿
勢
を
維
持
し
な
が
ら
の
運
動 

ク
ロ
ー
ル 

◯25～50ｍ程度を目安にした
クロール 

・ 手を交互に前方に伸ばして
水に入れ，かく 

・リズミカルなばた足をする 
・顔を横に上げて呼吸をする 
◯ゆったりとしたクロール 
・ 両手を揃えた姿勢で片手ず
つ大きく水をかく 

・ゆっくりと動かすばた足を
する 

ク
ロ
ー
ル 

○バランスをとり速く泳ぐ 
・腕全体で水をとらえ，水をか
く 

・一定のリズムで強いキックを
打つ 

・ プルとキック，ローリング
の動作に合わせて呼吸をする 

ク
ロ
ー
ル 

〇バランスを保ち，安定したペース
で長く泳いだり速く泳いだりする 

・水面上の腕は，ローリングの動き
に合わせてリラックスして前方へ
動かす 

・泳ぎの速さに応じて，顔を横に向
ける大きさを調節して呼吸動作を
行う 

〇バランスを保ち，伸びのある動作と安定した
ペースで長く泳いだり速く泳いだりする 

・手は遠くの水をつかむように前方に伸ばす 
・肘を曲げて腕全体で水をとらえ，加速するよ
うにかく 

・流線型の姿勢を維持して，しなやかでリズミ
カルなキックを打つ 

・肩のローリングを使って最小限の頭の動きで
呼吸を行う 

安
全
確
保
に
つ
な
が
る
運
動 

◯10〜20秒程度を目安にした
背浮き 

・ 顔以外の部位が水中に入っ
た姿勢を維持する 

・ 姿勢を崩さず手や足をゆっ
くりと動かす 背

泳
ぎ 

○バランスをとり泳ぐ 
・ 両手を頭上で組んで，背中
を伸ばし，水平に浮いてキッ
クをする 

・ 肘が 60〜90度程度曲がるよ
うにしてかく 

・ 手・肘を高く伸ばした直線
的なリカバリー 

・プルとキックの動作に合わせ
た呼吸 

背
泳
ぎ 

〇バランスを保ち，安定したペース
で泳ぐ 

・水面上の腕は肘を伸ばし，肩を支
点にして肩の延長線上に小指側か
らまっすぐ入水する 

・一連のストロークで，肩をスムー
ズにローリングさせる 

〇バランスを保ち，安定したペースで長く泳い
だり速く泳いだりする 

・入水した手は，肩のローリングによって手の
ひらをやや下側に向けて水をとらえ，肘を曲
げながらかく 

・かき終わりで肘を伸ばした後，力を抜き，肩
のローリングを使ってリズムよくリカバリー
動作を行う 

・水平姿勢を維持しながら泳ぐ 
・キックは，脚全体をしなやかに使って蹴り上
げ，脚全体を伸ばして蹴り下ろす 

・呼吸は，ストロークに合わせてリズムよく行
う 

も
ぐ
る
・
浮
く
運
動
遊
び 

◯ 水中でのじゃんけん，
にらめっこ，石拾い 

・ 水に顔をつけたり，も
ぐって目を開けたりする 

・ 手や足を使っていろい
ろな姿勢でもぐる 

◯くらげ浮き，伏し浮き，
大の字浮き 

・壁や補助具につかまって
浮く 

・ 息を吸って止め，全身
の力を抜いて浮く 

◯バブリングやボビング 
・水中で息を止めたり吐い
たりする 

・ 跳び上がって息を吐い
た後，すぐに吸ってまた
もぐる 

も
ぐ
る
・
浮
く
運
動 

◯ プールの底にタッ
チ，股くぐり，変身
もぐり 

・体の一部分をプール
の底につける 

・友達の股の下をくぐ
り抜ける 

・水の中でもぐった姿
勢を変える 

◯背浮き，だるま浮
き，変身浮き 

・ 全身の力を抜いてい
ろいろな浮き方をす
る 

・ゆっくりと浮いた姿
勢を変える 

◯簡単な浮き沈み 
・ だるま浮きの状態
で，浮上する動きを
する 

・ボビングを連続して
行う 

浮
き
沈
み
を
し
な
が
ら
の
運
動 

◯３～５回程度を目安にした
浮き沈み 

・ 浮いてくる動きに合わせて
両手を動かし，顔をあげて
呼吸をした後，再び息を止
めて浮いてくるまで姿勢を
保つ 

バ
タ
フ
ラ
イ 

○バランスをとり泳ぐ 
・ドルフィンキックをする 
・鍵穴の形を描くように水をか
く 

・ 手の入水時とかき終わりの
時にキックする 

・顔を水面上に出して呼吸をす
る 

バ
タ
フ
ラ
イ 

〇バランスを保ち，安定したペース
で泳ぐ 

・腕を前方に伸ばし，手のひらが胸
の前を通るようなキーホールの形
を描くようにして腰や太ももくら
いまで大きくかく動きで進む 

・手の入水時のキック，かき終わり
の時のキック及び呼吸動作を一定
のリズムで行う 

〇バランスを保ち，安定したペースで長く泳い
だり速く泳いだりする 

・腕のリカバリーは，力を抜いて水面近くを横
から前方に運ぶ 

・体のうねり動作に合わせたしなやかなドル
フィンキックをする 

・ストローク動作に合わせて，低い位置で呼吸
を保つ 

平
泳
ぎ 

◯25～50ｍ程度を目安にした
平泳ぎ 

・ 両手を円を描くように左右
に開き水をかく 

・ 足の裏や脚の内側で水を挟
み出すかえる足をする 

・ 水をかきながら，顔を前に
上げて呼吸をする 

◯ゆったりとした平泳ぎ 
・ キックの後に顎を引いた伏
し浮きの姿勢を保つ 

平
泳
ぎ 

○バランスをとり長く泳ぐ 
・両手で逆ハート型を描くよう
に水をかく 

・蹴り終わりで長く伸びるキッ
クをする 

・顔を水面上に出して息を吸
い，キックの蹴り終わりに合
わせて伸び（グライド）をと
り進む 

平
泳
ぎ 

〇バランスを保ち，安定したペース
で長く泳いだり速く泳いだりする 

・肩より前で，両手で逆ハート型を
描くように強くかく 

・プルのかき終わりに合わせて顔を
水面上に出して呼吸を行い，キッ
クの蹴り終わりに合わせて伸び
（グライド）をとり，１回のスト
ロークで大きく進む 

〇バランスを保ち，伸びのある動作と安定した
ペースで長く泳いだり速く泳いだりする 

・手を前方に大きく伸ばした後に肘を曲げ，加
速させながら内側にかき込み，抵抗を減らす
ために素早く手を前に戻すストロークの動き
をする 

・抵抗の少ない肩幅程度の足の引き付けから，
足先を外側にして直ちにキックをする 

・プルのかき終わりと同時に，顎を引いて口を
水面上に出して息を吸い，キックの蹴り終わ
りに合わせて，流線型の姿勢を維持して大き
く伸びる 

 

複
数
の
泳
法
、
リ
レ
ー 

〇複数の泳法で泳ぐこと，又はリ
レーをする 
・クロール，平泳ぎ，背泳ぎ，バタ
フライの４種目から２〜４種目を
選択し，続けて泳ぐ 
・単一の泳法や複数の泳法を使って
チームで競い合う 

〇複数の泳法で長く泳ぐこと又はリレーをす
る・泳ぐ種目を増やしたり，選択した泳法で
長く泳いだりする 
・単一の泳法や複数の泳法を使って距離や種目
を工夫してチームで競い合う 

 

水泳授業に関する技能の系統性（現行学習指導要領）
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自校のプールで実施する 78.9%

自校以外のプールで実施する 19.4%

近隣の学校のプールで実施する 2.5%

近隣の公営プールで実施する 8.7%

民間のスイミングクラブ等で実施し、教員のみで指導する 1.0%

民間のスイミングクラブ等で実施し、指導協力を得る 7.2%

その他 1.6%

● 水泳運動系の授業の実施状況について（予定を含む）

（スポーツ庁「令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果）

水泳授業の実施状況等

自校のプールで実施する 61.6%

自校以外のプールで実施する 15.2%

近隣の学校のプールで実施する 3.3%

近隣の公営プールで実施する 8.0%

民間のスイミングクラブ等で実施し、教員のみで指導する 1.0%

民間のスイミングクラブ等で実施し、指導協力を得る 2.9%

その他 23.1%

【中学校】

（スポーツ庁「令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果）

小学校 中学校 高等学校 専修・各種学校 計

水泳プール
（屋内）

308 172 392 13 885

水泳プール
（屋外）

15,150 5,922 2,334 5 23,411

【小学校】

● 学校体育・スポーツ施設の設置状況

16

（スポーツ庁「令和６年度体育・スポーツ施設現況調査」中間報告）



 持続可能な水泳授業の実施に向けた参考資料について（令和８年２月１２日事務連絡）

～ 学校プールの管理・運用等の視点を含めた水泳授業に係るポイント ～

⚫ 学校プールの管理・運用等の視点を踏まえ、持続可能な水泳授業の実施に向けた「参考資料」を作成・配付。

⚫ 中長期的な視野を持ち、子供たちの学習機会の確保に向けた検討・対応を進めていただくよう依頼。

⚫ 巻末には、ポイントをコンパクトに整理したチェックリストを収録。（アップデートできるよう編集可能媒体で提供）

１．水泳授業の意義・実施上の課題について

• 水中という特殊な環境を生かし、水に親しむ楽しさや喜びを味わう
• 水に慣れ親しみ、身を守る方法や知識を身に付ける

学ぶ意義 実施上の課題

• 学校プールの老朽化、維持管理コストの増加
• 教職員の管理上・指導上の負担
• 計画的な授業実施の困難性、安全確保に関する対応の必要性

（１）プールの共同利用・学校外のプールの活用
• 先行事例
➢地域の学校間での共同利用
➢公営プール（社会体育施設）の活用
➢民間プールの活用

• 時間割編成の工夫、移動時間の活用
• 事前の安全確認
•  児童生徒への事前指導、保護者への周知

（２）外部指導者との連携
• 児童生徒の技術指導や安全管理、教師の指導力向上研修で連携
• 児童生徒の学習状況は教師が適切に見取り・必要な指導を実施

２．持続可能な水泳授業の実施に関する対応のポイント

（３）学校プールの管理業務の委託やその他の負担軽減方策
• 民間業者への管理業務委託、管理システムの導入
• 組織として適切に管理を行うための環境整備

（４）安全確保に関する留意点
• 安全管理の方法・緊急時の対応等の事前確認
• 児童生徒への指導
• 監視方法のポイント
（日本ライフセービング協会 監視の基本動画）

３．学校外の相談体制等

（５）計画的な学校プール等の整備・管理
• 域内の学校の実態を把握、様々な選択肢をシミュレーション
• 集約化・複合化も含めた中長期的な視点、部局横断的な対応

• 水泳指導者資格の例
（基礎水泳指導員資格（日本水泳連盟）、公認スポーツ指導者資格（日本スポーツ協会））

• 相談窓口
（日本水泳連盟 学校水泳授業相談ダイヤル）

巻末のチェックリスト

(教育委員会向け、学校向け)

民間屋内プールを活用した例

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/hakusho/nc/jsa_00054.html 17



18

自治体が整備する体育・スポーツ施設に対して学校施設環境改善交付金を交付することにより、以下を推進する。

スポーツをする場の確保

⚫ 学校のプール、武道場の新改築等
⚫ 地域の拠点となる運動場、体育館、

プール、武道場等の新改築等

国土強靱化の推進

避難場所の活用

⚫ 地域のスポーツ施設の耐震化
（構造体・非構造体）

⚫ スポーツ施設の空調整備

脱炭素社会の推進

⚫ 地域のスポーツ施設に
再生可能エネルギーを整備

✓ 災害に強く、災害時にも快適に過ごせるスポーツ施設を整備することで、災害に強いまちづくりに繋がる。
✓ 環境にやさしい地域のスポーツ施設を増やし、脱炭素社会の実現に貢献する。
✓ 地域スポーツクラブ活動に必要な整備・改修を支援することで、地域のスポーツ環境整備を促進する。

R8制度改正

効果

※改築：既存の施設を全部取り壊し、更地にしてから同
様の施設を造る工事

補助対象

⚫ CO2排出減に寄与する整備を支援

地方公共団体 算定割合 １/３補助 ※空調新設、社会体育施設の複合化・集約化等は1/2

地方公共団体 公立中学校

地域スポーツクラブ活動で必要な用具の保管のための用具庫等、 運動部活動の地域スポーツクラブ活動への移行に資する施設について、
整備・改修（28.2億円の内0.2億円）を支援する。

補助対象 補助対象となる学校種 算定割合 １/３補助

⚫ 地域のスポーツ環境の充実 ● 災害時には避難所として活用されるための環境整備（耐震化及び空調設備の整備等）
⚫ 2050年カーボンニュートラル達成に向けて、脱炭素社会の実現に寄与する環境整備

担当：スポーツ庁参事官（地域振興担当）付

事業開始年度 令和５年度～

事業開始年度 平成23年度～

⚫社会体育施設の空調設備（新設）について、補助率引上げ措置の期間延長（令和12年度まで）

令和8年度予算額（案） 2,817,891千円

（前年度予算額 3,208,456千円）

令和７年度補正予算額 2,200,565千円

（令和６年度補正予算額 1,561,459千円）

体 育 ・ ス ポ ー ツ 施 設 整 備
（ 学 校 施 設 環 境 改 善 交 付 金 等 ）



スポーツ概論
スポーツⅠ（採点競技及び測定競技）
スポーツⅡ（球技）
スポーツⅢ（武道及び諸外国の対人的競技等）
スポーツⅣ（ダンス）
スポーツⅤ（野外の運動）
スポーツⅥ（体つくり運動）
スポーツ総合演習

体育理論
体操
スポーツⅠ（個人的スポーツ）
スポーツⅡ（球技）
スポーツⅢ（格技）
ダンス
野外活動

S53改訂（新設）

体育理論
体操
スポーツⅠ（体操競技、陸上競技及び水泳競技）
スポーツⅡ（球技）
スポーツⅢ（格技）
ダンス
野外活動

H元改訂

体育理論
体つくり運動
スポーツⅠ（採点競技及び測定競技）
スポーツⅡ（球技）
スポーツⅢ（武道）
ダンス
野外活動

H11改訂

スポーツ概論
スポーツⅠ（採点競技及び測定競技）
スポーツⅡ（球技）
スポーツⅢ（武道及び諸外国の対人的競技等）
スポーツⅣ（ダンス）
スポーツⅤ（野外の運動）
スポーツⅥ（体つくり運動）
スポーツ総合演習

H21改訂

H30改訂

専門学科「体育」は、「高等学校は、中学校における教育の基礎の上に、心身の発達及び進路に応じて、高度な普通教育及び専門教育を施すことを目的とすること。」（学

校教育法第50 条）の規定に基づき、理数、音楽、美術、英語等の教科とともに設定されている専門教育を主とする学科の一つであり、スポーツを通じた専門教育の学習を希

望する生徒が、生涯を通してスポーツと多様に関わり、スポーツの推進及び発展に寄与する資質・能力の育成を目指して設定した学科。昭和54年に新設された。

専門学科「体育」に関する参考資料（科目の変遷等）
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必履修科目 30～35単位程度

専門科目 25単位以上

●卒業に必要な履修単位

上記を含めて、74単位以上が必要



小

中

高

【柱書】

心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力について、
運動や健康に関する課題の発見・解決に向けた学習過程を通して、発達の段階に応じて次のとおり育成することを目指す。

共通

【知識及び技能】

運動の特性に応じた運動の行い方や自他の運動と
の関わり方及び身近な生活における健康・安全につい
て理解するとともに、それらに関する基本的な動きや技
能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

運動や健康についての課題を見付け、運動に豊
かに取り組んだり、課題を解決したりするために必要
なことについて考え判断するとともに、他者に伝える
力を養う。

【学びに向かう力・人間性等】

●運動の多様な楽しみ方や自己の心身の健康に関心を
持ち、目的に応じた運動や健康についての課題解決に
向けて、他者と協力したり自ら試行錯誤したりする態度
を養う。
●自己にとっての運動や健康の価値を見出しつつ、体力
の向上や健康の保持増進を目指し、明るく楽しい生活
を営む態度を養う。

【知識及び技能】

運動の特性に応じた運動に関する技能や自他の運
動との豊かな関わり方及び個人生活における健康・安
全について理解するとともに、それらに関する基本的な
技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

運動や健康についての課題を発見し、運動に豊
かに取り組んだり、課題を解決したりするために必要
なことについて、合理的に考え判断するとともに、他
者に伝える力を養う。

【学びに向かう力・人間性等】

●生涯にわたる運動の多様な楽しみ方や自他の心身の
健康に関心を持ち、目的に応じた運動や健康について
の課題解決に向けて、他者と協力したり自ら試行錯誤
したりする態度を養う。
●自己にとっての運動や健康の価値を見出しつつ、体力
の向上や健康の保持増進を目指し、明るく豊かな生活
を営む態度を養う。

【知識及び技能】

運動の特性に応じた運動に関する技能や生涯にわ
たる自他の運動との豊かな関わり方及び社会生活に
おける健康・安全について理解するとともに、それらに関
する技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

運動や健康についての課題を発見し、運動に豊
かに取り組んだり、課題を解決したりするために必要
なことについて、合理的、計画的に考え判断すると
ともに、他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力・人間性等】

●生涯にわたる多様で継続的な運動の楽しみ方や自他
の心身の健康やそれを支える社会づくりに関心を持ち、
目的に応じた運動や健康についての課題解決に向けて、
他者と協力したり自ら試行錯誤したりする態度を養う。
●自己にとっての運動や健康の価値を見出しつつ、体力
の向上や健康の保持増進及び回復を目指し、明るく豊
かで活力ある生活を営む態度を養う。
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※下線部は、発達段階等を踏まえた書き分けを行っている箇所
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